
  

１０月１９日はたくさんの保護者、地域の方にお越しいただき、

熱いご声援をありがとうございました。閉会式は２２日の昼過

ぎに実施いたしました。平日にもかかわらず、たくさんの保護

者の方が見に来てくださいました。この日はお弁当持参日だっ

たため、のびのび班（縦割り班）で芝生に集まってお弁当を食

べるイベントが予定されていたので、その時に閉会式を行い、

団長の挨拶の場も設けることができました。閉会式では、おおむね次のような話をしました。 

とうとう、今年の運動会がおわりました。 

土曜日の日は、雨が降り始めて心配したでしょう。先生たちもせめて6年生のリレーまではやりた

い、やらせてあげたいと祈る思いでした。雨が降り始めた中、最後まで走り続けた子どもたちは、とて

もかっこよく、雨が降ってくる中、声を出して応援を続けた児童席の子どもたちはとてもよくがんばっ

たと思います。そんな中、６年生のリレーまでやり切ることができたのは、みなさんのおかげです。あの

日の朝、雨が心配だから「巻き」で行きましょうとお話をしました。５,６年生の係の人たちは、ものすごく

てきぱきと動いていました。入場門で並んで競技を始める皆さんも、実に素早く行動していて、きびき

びとしていました。予行練習では、ほとんど競技をしていないのに３時間目までかかったのですよ。 

もし、みなさんのきびきび、てきぱきした動きがなければ、もっと時間がかかって、６年生のリレーに

たどり着けなかったかもしれません。そのことに、まず、お礼を言いたいと思います。ありがとう。 

次に、今年も、途中であきらめず、最後まで全力で走ったり応援したりする姿を見せてもらいました。

その姿にとても感動しました。ありがとう。 

運動会は勝負事ですから、勝ったチームもあれば、敗れたチームもあります。こけてしまった人もい

ました。うれしい思いをした人もいれば、悔しい思いをした人もいるはずです。 

思い出してください。今年の各色の応援歌の歌詞を。歌詞の大事な部分を取り出してつないでみる

と、こんな文章になります。 

「失敗も思い出 はじめようやってみよう 苦手なことも挑戦し」 

「心ひとつに進め」そうすれば、「輝くみながはばたいていく」 

みんなにとって大切な思いを、応援団の人たちは、こうも素敵な歌詞にしてくれています。勝っても

負けても、失敗しても、全力でやり切った自分に、自分の仲間たちに、拍

手を送りましょう。運動会の運営が素早く行えるよう縁の下で支えた係

の５,６年生の皆さんにも、お礼の拍手を送りましょう。 

雨のハプニングはありましたが、それだけに、心に残る、素敵な運動会

になったと思います。 

もう一度言います。よく頑張りましたね。そして、ありがとう。 
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団体競技順位のカードを持って駆け出す決勝係 

 

優勝旗を手にしたのは青組 

 



 保護者の皆様、地域学校協働本部の皆様、子どもたちへのご声援、誠にありがとうございました。 

 前日準備や当日の巡回など、学校だけでは手が回らないところを補い、支えていただきありがとうご

ざいました。また、２２日の閉会式を見に来ていただいた方々には、子どもたちがお弁当を食べている間

にテントや杭、長机、パイプ椅子などの片づけを手伝っていただき、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

育友会の活動で、花壇の土づくりをしてくださいました。 
地域のボランティア花鹿クラブの代表者の方に教えていただ
きながら、花壇の古い土を耕し肥料と石灰、たい肥を混ぜ、土
を新しくしました。来週月曜日の委員会時間に子ども達と苗を
植える予定です。参加の皆様、ありがとうございました。 

６年生は外国語学習の時間にオンラインで繋ぎオーストラリア
の現地の小学校と交流しました。自己紹介や質問したいことを
事前に手紙を書いて送り合っていたので「ドッジボールが好き
な○○さん」と指名されて質問を受ける場面もありました。こち
らは英語であちらは日本語で。英語を生かす良い経験でした。 

ぐるぐるしばフーン 

 

急遽、タイヤ山で遊ばないでねの表示をし

てくださっている厚生班の方  々

 

応援賞は赤組でした。 

 

玉入れ 

 

コーン片付けのために駆け付けた準備係 

力強い応援合戦 黄組 
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